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報告事項（ 1 ）

令和 6 年度　 事業報告
（ 自令和 6 年 4 月 1 日至令和 7 年 3 月31日）

1 　 はじ めに

　 こ れま で一宮法人会は、 公益社団法人と し て「 法人会の理念」 に基づき 、 国及び地

域の発展に貢献する 経営者の団体と し て、 多く の事業を 行っ てき ま し た。

　 当年度は、 景気回復が進む一方で、 企業においては、 物価の高騰や賃上げ、 人手不

足への対応と いっ た課題が顕著化する 中、当法人会は各種税務研修会の実施を はじ め、

小学校における 租税教室への講師派遣、 税に関する 絵はがき の作品募集、 経済・ 文化

講演会や署長講演会の開催など 、 多く の公益事業を 行いま し た。 こ れら に加えて、 社

会貢献事業はも ちろん、 会員同士の親睦を 深める 会員親睦事業についても 行う こ と が

でき ま し た。

　 次年度も 引き 続き 、 税務当局のご指導やご支援を 受けながら 、 本来の使命である 税

知識の向上や納税意欲の高揚を 目指し て、事業を展開し ていき ま す。 会員の皆様には、

こ れから も 変わら ぬご支援、 ご協力を よ ろし く お願い申し 上げま す。

2 　 組織関係

　 厳し い社会情勢の影響を 受け、 休廃業など を理由と し た会員数の減少が続いていま

す。 平成28年度よ り 新規会員の獲得を めざし 報奨金制度を 施行し ていま すが、 未だに

会員の減少に歯止めがかから ず、 令和 6 年度は入会70社に対し 、 退会が110社で40社

の減少と なり ま し た。

会員数（ 内 特別会員） 加入率

令和 6 年 3 月末 3,038社（ 104社） 31.8%

令和 7 年 3 月末 2,998社（ 111社） 30.9%

増 減 △40社（ 7 社） △0.9%

部会名 会員数（ 令和 7 年 3 月末）

青年部会 56名

女性部会 62名

税務経理研究部会 37名
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3 　 実施事業について

（ 1 ） 税を めぐ る 諸環境の整備、 改善等を 図る ための事業（ 公益 1 事業）

　 　 イ 　 税知識の普及を 目的と する 事業

　 令和 6 年 6 月から 実施さ れた所得税・ 個人住民税の定額減税に関し 、 給与支

払事務担当者を 対象と し た研修会を 3 か所の会場で延べ 4 回開催し 、 310名の

参加があり ま し た。 ま た、 定額減税に伴う 年末調整事務に関する 説明会を 2 か

所の会場で延べ 3 回開催し 、 234名が参加し ま し た。

　 定額減税関連の研修会や説明会に加え、 当会の定例研修会事業はすでに定着

し ており 、 年 6 回 2 か所の会場で延べ12回開催し ま し た。 研修内容は「 活用し

てみま せんか　 賃上げ促進税制」「 消費税のキホン (イ ンボイ ス 制度を 含む )」「 法

人税～迷いやすい事例特集～」 など のテーマについて解説を 行う など 、 実務に

役立つも のを 取り 上げま し た。

　 ま た、 税務経理研究部会や支部においても 研修会を 引続き 開催し たほか、 一

宮税務署のご協力を 得て、 署長を はじ めと する 税務署幹部の方々によ る 講演会

や税務研修会を 実施し ま し た。

　 　 ロ 　 納税意識の高揚を 目的と する 事業

①地域イ ベント における 税金展や税金ク イ ズを「 萩原チンド ンま つり 」、「 びさ

いま つり 」、「 祖父江イ チョ ウ 黄葉ま つり 」 のイ ベント 会場において実施し ま

し た。 ま た、 前年度に引続き 、 愛知啓成高等学校演劇部によ る 『 税を 学ぶ演

劇 3 つの願い』 の上演を 「 稲沢ま つり 」 のイ ベン ト 会場において実施し ま

し た。

②青年部会は、 小学生高学年を 対象に「 楽し んで知る 税の勉強会」 と 題し 、 日

帰り の「 1 デイ キャ ンプ」 を 実施し ま し た。 子ど も たちは自然の中で税につ

いて楽し く 学び、 遊びながら 夏休みのひと 時を 満喫する こ と ができ ま し た。

③青年部会、 女性部会など によ る 合同事業「 租税教室講師派遣事業」 では、 47

名の講師を 26の小学校へ派遣し 、 73回の授業を 実施し ま し た。

④当年度は、 平成24年度から 実施し ている 女性部会主催の「 税に関する 絵はが

き コ ン ク ール」 は13回目を 迎え、 48の小学校から 2,537点の多く の応募があ

り ま し た。 ま た、 一宮法人会の選考会で選出さ れた最優秀賞作品が、 愛知県

を 代表し て評価さ れ、 東海四県内における 選考で「 名古屋国税局長賞」 と い

う 栄誉ある 賞を 受賞し ま し た。

⑤広報事業では、 年 2 回、 税務研修会等の記事を 中心に掲載を し て広報誌「 つ

むぐ 」 を 発行し ま し た。 今後も 内容を よ り 充実さ せ、 税に対する 意識高揚を

図っ ていき ま す。
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　 　 ハ　 税制及び税務に関する 調査並びに提言に関する 事業

　 税制委員会を 中心と し て、 税制に対する 意見を 集約し 、 法人会と し ての提言

を 国会議員や地元の首長に手交し てその実現を 求める 活動を 行っ てき ま し た。

（ 2 ） 地域経済の活性化と 、 健全な発展を 図る ための事業（ 公益 2 事業）

　 　 イ 　 地域経済の健全な発展を 図る ための事業

　「 企業を守る ための大規模自然災害に対する 事前対策」 をテーマにセミ ナーを

A IG 損害保険㈱リ ス ク コ ンサルティ ング部の森喜一氏を招いて開催し まし た。

　 　 ロ 　 地域社会への貢献を 目的と する 事業

①フ リ ーアナウ ンサーの笠井信輔氏を 招いての文化講演会を 開催し ま し た。

②女性部会の社会貢献事業と し て、 旭雅楽会によ る 雅楽コ ンサート を 開催し ま

し た。

（ 3 ） 会員の福利厚生に資する 事業（ 収益事業）

　 　 イ 　 保険事業

　 法人会は、 会員企業の経営者と 従業員の保障・ 福利厚生を支援する ため、 全法

連や愛知県連と 連携を取り ながら 各種保険制度等の普及促進に取り 組みまし た。

　 　 ロ 　 広告掲載事業

　 会報誌を 利用し た広告については、 従来通り 提携先の保険会社を 中心にし た

も のです。

（ 4 ） その他（ 相互扶助等） の事業（ その他事業）

　 会員の親睦を 深める ために、 会員一日研修会を 複数の支部によ る 合同開催に

よ っ て積極的に行う こ と ができ ま し た。

　 公益社団法人と し て、 公益事業を 中心に取り 組んでおり ま すが、 法人会は会

員の皆様によ っ て支えら れていま す。 限ら れた予算の中ではあり ま すが、 会員

の皆様に法人会への加入メ リ ッ ト を 実感し ていただける よ う 、 引き 続き 努めて

ま いり ま す。

　 実施事業の詳細は次頁の別表（ 事業一覧表） のと おり です。


